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緒 言

ミクソウイルスに含まれるもののうちでパライン

フルエンザ,お たふ くかぜ,ニ ューカッスル病,麻

疹,犬 ジステンパー,牛 疫及びRSウ イルス(Res

piratory syncytial virus)は,そ の生物学 的性状

(RNAウ イルス,エ ーテル感受性,赤 血球凝集素

及び赤血球溶血素をもつこと並びに多核巨大細胞及

び細胞質内封入体を形成することなど)及 び電子顕

微鏡により観察される形態(大 きさ平均140mμ,

エンベロブを持ち外周に突起を持つこと,核 蛋白質

と考えられる巾180Aの 螺 線状の内部構造を持つこ

と及び不完全粒子をつ くらないことなど)の 相似性

により類縁のウイルス群と考えられパ ラインフルエ

ンザウイルス亜群として分類す ることが提唱されて

いる(Waterson1) 2),豊 島3), Brandt4)) .

特に,そ の中で麻疹 ウイルス(以 下MVと 略記),

犬ジステンパーウイルス(以 下DVと 略 記)及 び

牛疫ウイルス(以 下RVと 略 記)の3者 は,そ れ

ぞれ免疫学的に交叉反応が認められるのでより近縁

のウイルスと考えられている.即 ち, MV及 びDV

の関係についてはPinkerton5)が,小 児肺炎におい

て肺上皮細胞に形成される多核巨大細胞はDV感 染

細胞のそれに似ていると報告していらいAdama6) 7),

 Imagawa8), Karzon9) 10)及 びCarlstrom11)ら が動物

実験により或いは組織培養により交叉反応を認める

と報告 している,又, Imagawaは12), MV, DV及

びRV 3者 の免疫血清学的関係について報告 して

いる.

DVに ついてはいたちを使つた動物実験或いはジ

ステンパーに自然感染後死亡した犬の剖検例などか

ら, Moulton13) 14), Liu15), Coffin 16)及 びAdams17)

らは,感 染動物の脳神経細胞,肺 上皮細胞或いは膀

胱上皮細胞などに多核巨大細胞,細 胞質内封入体及

び核 内封 入体の形成などが認められると述べてい

る.又, DV感 染細胞の形態変化を観察するために

組織培養の試みが行なわれたけれども細胞変性効果

(以下CPEと 略記)が 起 りに くいため(Adamss)

の報告)成 功 した例は比較的少な い. Rockborn18)

は,犬 腎細胞を用いた実験において多核巨大細胞の

形成を観察 したと報告 し, Karson19)は,鶏 胎児の

線維芽細胞を用いた組織培養において感染細胞は円

形化,分 断化していつたが,多 核巨大細胞或いは封

入体の形成は認められなかつたと述べている.又,

 Cabasso20)は,同 じく鶏胎児を用いた組織培養にお

いてCPEは 全 く観察 されなかつたけれどもウイル

スの増殖は認 められたと報 告 している. Hopper21)

は,未 染色標本において同じく多核巨大細胞の存在

を報告 し, Bussel22)は,鶏 胎を用いた組織培養にお

いて,円 形化,線 維芽細胞,多 核巨大細胞,或 いは

エオジン好性の細胞質内封入体の形成が認められた

と述べ,更 に,ブ ラックの性状について報告してい

る.

以上がDVの 組織培養による研究 の現状 であつ

て,詳 細にわたる実験報告は未だない状態である.

ま してDV感 染培養細胞にみられる封入 体その他

の細胞化学的観察にいたつては全 くその報告に接 し

ない.故 に,こ のウイルス感染細胞の細胞化学的変

化の観察を行ない,第1編 に述べた麻疹ウイルスの

それとを比較検討する目的で同様の実験を行なつた.
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得 られた結果について報告する次第である.

第1章 実験材料及び方法

1)ウ イルス:使 用したDVは,日 本生物科学研

研究所の本橋博士より分与していただいたHokkaido

株 で犬腎細胞により継代中のものである. MVは,

同 じく犬腎細胞で継代中のEdmonston株 である.

2)培 養細胞:使 用した犬腎細胞 は固定株のMD

CK細 胞及び当教室で分離継代している犬腎細胞(

以下CSと 略記)を 用いた.

3)細 胞培養液:第1編 と同 じであり略述 する.

20%に 牛血清を加えたYLE溶 液を増殖用とし, 5

%に 牛血清加YLE溶 液を維持用として用いた.

4)細 胞培養及びウイルス接種:第1編 と同 じで

あり略述する. 0.02%EDTA及 び0.25% Trypsin

によ り分散した細胞を試験管内カバース リップ上に

単層培 養 した.細 胞 が1.5な い し2.0×105 cell/cc

に増加 した時, 103 TCID50のMV浮 游液を0.1cc

及 び103.5 TCID50のDV浮 游液を0.1ccそ れぞれ

接種 し以後培養液を3な い し4日 目毎に交換しなが

ら培養を続けた.

5)染 色方法:ヘ マメキシリン ・エオジン染色(以

下HE染 色 と略記),ギ ームザ染色(以 下Gi染 色

と略記),フ ォイルゲン反応(以 下F反 応と略記),

メチルグリーン ・ピロニン染色(以 下MgP染 色 と

略記)及 びアクリジン・オレンジ染色(以 下AO染

色 と略記)を 行ない,更 に,リ ボヌクレアーゼ(以

下RNaseと 略記)に よる消化試験及び10%過 塩 素

酸による脱RNA反 応を行なつた.

各染色法及び対照のとり方については第1編 と同

じであり省略する.尚, 10%過 塩 素酸による脱RN

A反 応 は, Erickson23)の 報告に従つて行なつた.

即 ち, PBSで 洗つたカバースリップをCaraoy液 で

5分 間固定 した後10%過 塩素酸を4℃ で24時 間作

用 させた.そ の後は常法通りにAO染 色を行なつて

観察 した.対 照としては蒸溜水中で4℃ に24時 間

作用させたカバース リップを観察 した.

第2章 実 験 結 果

麻疹ウイルス感染細胞に形成されるCPEは,多

核巨大細胞,細 胞質内封入体,核 内封入体及び線維

芽細胞様変化である.こ れ らのCPEは, CS細 胞

の場合細胞質内封入体は, MV接 種後3な いし4日

目頃より,核 内封入体 はMV接 種後5な いし7日

日頃より出現 し始め,多 核巨大細胞形成及び線維芽

細胞様変化はウイルス接種後1な いし2日 目頃より
げ

出現 した. MDCKの 場合, CPEの 出現はCSの 場

合よりも遅 くウイルス接種後5な いし7日 目頃であ

つた.

DV感 染 細胞に形成されるCPEは,犬 腎細胞を

用いた組織培養においては細胞質内及び核内封入体

の出現が主であり,多 核巨大細胞は形成されるけれ

ども核の数は10個 位いのものが多 くMVの 場合の

ように40な いし50個 に及ぶものは稀であつた.又,

線維芽細胞様変化も初期はあまり著明でなかつた.

更 に, AO染 色を行なつた場合, MV感 染細胞に形

成 される小さい赤い螢光を発する顆粒は全 く認めら

れなかつた.

従つて, MV及 びDV感 染 細胞に形成 される封入

体を比較 した場合,そ の性状は全 く同一であるけれ

ども, CPEの 出現がDVに おいてはMVの それ

よりも遅れること,又, DVに おいては核内封入体

の出現が細胞質内封入体の出現と殆んど同時ないし

少 し早期に出現する点において異なる.以 下,各 染

色法により得た結果を順に詳述する(表 工参照).

1) HE染 色DV感 染CS細 胞 においては,細

胞質内封入体の存在は早いものではウイルス接種後

14日 目頃より観察されはじめた.し かし,通 常観察

されるようになつたのはウイルス接種後16日 目頃か

らであつた. MVの 場合と同様にハ ローを持つた小

さい円形ないし楕円形のエオジン好性のものであつ

た.感 染の進行とともに細胞質内封入体は,次 第に

大きくなり,円 形化縮小 した細胞の細胞質全体を占

めるようなものも多 く観察 された.

多核巨大細胞は, 4な い し5核 のものは対照にお

いても観察され,は つきりウイルス感染によるもの

と同定できるような多核巨大細胞は接種後12な いし

13日 目頃,即 ち,封 入体の出現 しはじめる頃からで

あつた.核 の数は,多 いもので15な いし16個であり, 

10個 程度のものが多 くMVの 場合 のように多くは

なかつた.そ の形状は,淡 赤色の細胞質を囲んで環

状に核が配列 し,そ の外周部に細胞質内封入体が存

在 した.こ の点はMV感 染細胞のもの と同様 であ

つた.

核 内封入体の出現は, MV感 染細胞の場合細胞質

内封入体の出現に数日遅れるけれども, DV感 染細

胞の場合殆んど同時に観察されるようになつた.即

ち,核 内に小さい円形ないし楕円形の好酸性の封入

体として出現 した.数 は初期には1な いし2個 であ

り感染の進行とともに増加 した.こ の核内封入体は
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表1　 麻疹ウイルス及びジステンパーウイルス感染細胞*に おける

細胞質内封入体及び核内封入体の比較

* 組織培養には犬腎細胞を使用

細胞質内封入体と同 じように多核巨大細胞に或いは

個々の細胞にも等 しく認められた.

2) Gi染 色Gi染 色により観察されるDV感 染

細胞のCPEの 特徴は,核 内封入体の 出現が細胞質

内封入体の出現よりも早期に始まることである.即

ち, MV感 染細胞においては核内封入体は一部赤紫

色を呈するものを除いて非染色のものが多かつた.

しかし,そ の出現はHE染 色の結果 と同様に細胞

質内封内体の出現よりも遅れていた. DVの 場 合,

ウイルス接種後12な いし14日 目頃より核内に円形の

非染色性の部分が観察されるようになり,そ れに続

いて14ないし16日 目頃より細胞質内に非染色の部分

が認められるようになつた.細 胞質内封入体は,初

期一部淡青色を呈するものも観察されたけれども,

次第に赤色調を増してゆき完成されたものは赤紫色

を呈するようになつた.細 胞質内封入体が非染色性

のものから次第に赤色を帯びてゆ く点 はMVの そ

れと同じであつた. Gi染 色 の場合ハローは殆んど

観察されなかつた.

3) F反 応　 ウイルス接種後10, 15, 20及 び25日

目の細胞を染色し観察 した.そ の結果は, 10日 目で

は封入体が存在しない場合を除 いてMVの 場合と

同様にウイルス接種後の培養日数の多少に拘わらず,

細胞質内及び核内封入体はいずれも共染色に用いた

メチルグリーンの緑色を呈 しF反 応陰性であつた.

対照の細胞は,一 様にメチルグリーンの緑色を呈し

てF反 応が正確に行なわれていることを確認 した.

この結果は,動 物実験における結果ではあるけれど

も組織切片中の細胞にみられる細胞質内封入体はF

反応陰性であるというMoulton13)の 報 告 と一致す

る.

4) MgP染 色　ウイルス接種後10, 15, 20及 び25

日目の細胞を染色し観察した. MgP染 色 の結果も

MVの 場合と同様に核はメチルグリーン好性であり,

両封入体,核 小体及び細胞質はピロニン好性であつ

た. 10日 目のものにおいては封入体は観察されなか

つた.

5) AO染 色　ウイルス接 種後2, 4, 6, 8,

 10, 12, 18, 24, 36及 び48時 間 目のもの,そ れ以

後は26日 目のものまで連日的に観察 した. CS及 び

MDCK細 胞にMVを 接種 した場合,接 種後12な い

し18時間 目頃より核小体は大きくなり赤色の螢光を

増 し,同 時に,核 も大きくなり黄緑色の螢光を増強

した.し かし, CS及 びMDGK細 胞にDVを 接種

した場合,接 種後48時 間 目頃までの細胞は対照の細

胞と殆んど変りなく,接 種後3な いし4日 目頃の細

胞の中に大きな明るい赤色の螢光を発する核小体を

もつ細胞が少数観察された.一 般には核及び核小体

の変化はMVの ものほど著明ではなかつた.こ の

様に核酸代謝において著 しい亢 が認められないこ
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とはCPEの 出現の遅いことと関係するものと推定

される.し かし, CPEが 充 分 に認められる時期に

おいても核及び核小体の変化はあまり著明ではなか

つた.即 ち, MV感 染細胞の場合,淡 緑色の核内に

あざやかな赤色の核小体をもつ細胞,或 いは,黄 色

の螢光の強い核をもつ大小様々な細胞など多彩な変

化を呈 していた.一 方, DVの 場合には核は対照の

細胞に比較 してその螢光に差位を認めず,又,大 小

不同 もな く単調な細胞の集団であつた.

又, MV感 染細胞の細胞質内には感染の時期を問

わず帽針頭大までの赤色の螢光の強い顆粒 ……HE

染 色で後染色するとヘマ トキシリニ好性であつた…

…が散見 されたけれども
, DV感 染細胞のなかには

全 く観察 されなかつた.

AO染 色 の場合もGi染 色と同様にまず核内封入

体が観察 され始めた.ウ イルス接種後, 12な い し14

日目頃より核内に小さい円形の非染色部分が数個出

現 した.こ れをHE染 色 で後染色すると,こ の非

染色部分は赤色を呈し核内封入体と同定された.こ

の結果はMVの 場合と同様 である.細 胞質内封入

体は核内封入体より数 日遅れて観察 されはじめるこ

とが多い.こ の様に封入体の出現の時期は, MVと

DVと の間に相違が認められるけれども,封 入体自

身の性状はほぼ同一と考えられる.即 ち, DV感 染

細胞の細胞質内封入体は,青 色ない し淡緑色を呈し,

小 さい封入体が細胞質内に散在するもの,或 いは,

細胞質の大半を占めるような大きな封入体も観察 さ

れ, MVの それと殆んど相違を認めることができな

かつた.

AO染 色 によるDV感 染細胞 の多核 巨大細胞に

は,前 述 したように核の数は少ないけれども形態は

MVの それと全 く同じであつた.又,カ バースリッ

プより脱落してゆ く過程もMVの それと著 しい相

違はなかつた.た だ し,前 述 したように線維芽細胞

様変化はMVの ものほど著明でなく円形化縮小化

してゆ く傾向が強かつた.

6) RNaseに よ る消化試験MVの 場合 と同様に

両封入体はRNase抵 抗 性であつ た.即 ち, RNase

処 理後MgP染 色を行なつた場合,封 入体は依然と

してピロニン好性 で あ り, RNase処 理後AO染 色

を行なつた場合,細 胞質内封入体は青緑色を呈 し,

核 内封入体は非染色のままであつた.

7) 10%過 塩素酸によるRNA除 去試験 核及び

核小体は, 10%過 塩 素酸処理後AO染 色を行なつ

た場合にオレンジ色を呈 し,両 封入体及び細胞質は

青白色を呈した.核 のオレンジ色は, Kurnick24)及

びPollister25)ら が述べているように酸加水分解に

より低重合DNAが 生 じたためと解釈される.対 照

の細胞は全 く正染性であつた.

第3章 総括並びに考按

DV感 染細胞にみられるCPEの 記載 については,

前述した如 く培養細胞を用 いてRockborn13), Kar

zon19)及 びBussel22)ら が報告 している.そ れらは

多核巨大細胞であり,細 胞質内封入体であり,或 い

は円形化縮小化であつた.こ の実験においても同 じ

ような結果を得た.

さて, DV感 染細胞に形成 される細胞質内及び核

内封入体の出現の時期は異なるけれども,各 種核酸

染色法により得た結果はMVの 結果 と同 じであつ

た.従 つて,各 染色法についての検討は第1編 にお

いて述べたので今回は省略する.

細胞質内封入体はF反 応陰性でありDNAの 存在

は否定されよう. RNAの 存在については, MgP染

色の結果 ピロニン好性であること,又, RNase抵 抗

性のRNAの 存在も報告されているから(Gomatos

26)),封 入体の中の1つ の成分として存在 すること

は考えられよう. AO染 色の結果は,酸 性粘液多糖

質の存在 も推定され,更 に,こ れらの結果を総合し

てみて塩基性蛋白の存在を否定 する ことも出来な

い.

MV, DV及 びRVの 合成場所 及び合成様式につ

いては, Bernhard27)が 総説において述べているよ

うに現在の所明でない. DVに ついては,ウ イルス

素材の1つ であるウイルス蛋白の合成についてCof

fin16), Liu15)及 びMoulton13)ら が興味ある報告を

している. CoffinはDV感 染後死亡 した実験動物

いたちの膀胱上皮細胞を螢光抗体法により観察した.

その結果, Seller染 色により好塩基性の封入体は特

異螢光を認め抗原性があり,感 染後期に観察される

Shorr染 色により好酸性の封入体は抗原性がないと

述べている. Moultonも 螢光抗体法により特異螢光

を認める部分はSeller染 色により後染色を行なう

と封入体と同定されることを報告 している.し かし,

 Liuの 報告はやや異なり,い たちを使つた動物実験

においてHE染 色及びShorr染 色 により好酸性に

染まる部分にもウイルス抗原は認められると述べて

いる.

MV感 染細胞に対して螢光抗 体法を行 なつた唐

木28)及 び長浜29)ら は,細 胞質内封入体と一致して
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特異螢光を認める場合も少数ながら観察されると報

告している.し か し, Rapp30), Enders31), Toyoshi

ma32)及 びPalacios33)ら は,特 異螢光は細胞質内に

瀰漫性に認められ,限 局しないと報告 している.こ

の点, DVとMVと は異なつた増殖様式を もつこ

とも考えられる. Coffinの 見解に従えば,加 藤34) 35)

が報告しているポックス ・ウイルスグループと同じ

ような増殖態度を示すように考えられる.こ の実験

においては,各 種核酸染色法を行なつた結果では少

なくともCoffinが 述べているように2種 類 の封入

体を観察することはできなかつた.

核内封入体については, AO染 色において殆んど

のものが非染色であるという結果 よりMVの 場合

と同様に核酸は存在しないものと考えられる.

電子顕徴鏡観察による田島36)の報告によれば,細

胞質内封入体に一致して電子密度の高い微細顆粒状,

フィラメント状ないし線維様物質が認められると述

べ,更 に,一 部のものは40mμ の電子密度の高い粒

子を含むけれどもこれがDV粒 子 とは速 断できな

いと述べている. Tawara37)は, DV感 染いたちの

細胞質内及び核内封入体に一致 してMVと 全 く同

じ糸状構造物を認めると報告 している.そ れらの意

義についても尚明らかでない現状である.

第4章 結 語

1) DV感 染細胞の細胞変性の出現 は,犬 腎細胞

においてMVの それよりも遅 くウィルス接種後12

ないし14日目頃より観察されはじめた.

2) 細胞変性として は,多 核巨大細胞,細 胞質内

封入体及び核内封入体が主であり, MVに 見 られる

線維芽細胞様変化はそれ程著明でなかつた.

3) 核酸染色による封入体の性状 は, MVの それ

と全 く同じでありF反 応陰性, MgP染 色 に おいて

ピロニン好性,及 びRNase抵 抗 性であつた. AO

染色においては,細 胞質内封入体は青色ない し青緑

色であり,核 内封入体は非染色であつた.こ の結果

より細胞質内封入体は, RNA,酸 性粘液多糖質或い

は塩基性蛋白質などの存在が考えられ,核 内封入体

は核酸成分を含まないと推定された.

4) Gi染 色及びAO染 色により観察した場合, M

Vの 場合と異なり核内封入体の出現は細胞質内封入

休の出現よりも早いか,或 いは同時であつた.

5) AO染 色 により観察 した場合, MV感 染細胞

の細胞質内には赤い帽針頭大までの顆粒が認められ

たけれども, DV感 染細胞の中には全 く観察されな

かつた.

6) AO染 色によると核,核 小体の大 きさ及び螢

光の強さは,対 照の細胞と比較して著 しい相違が認

められなかつた.従 つて, MVの 場 合と異なり,著

しい核酸代謝の亢進は認められないという結果を得

た.

7)結 局, DV感 染細胞にみられる細胞 化学的変

化は, MVの それと比較して,ウ イルス接種後にみ

られるCPE発 現 の時間的差異以外は全 く同様なも

のであつた.

本 論文の要旨は,第18回 日本細菌学会中国四国支

部総会において発表 した.

稿 を終るにあたり,こ の実験に終始御懇篤なる御

指導を賜つた村上　栄教授並びに俵　寿太郎助教授

に深甚の感謝を捧げ,本 研究に対しジステンパーウ

イルスを御分与下さつた日本生物科学研究所本橋博

士に心より感謝いたします.
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写 真 説 明

図1.培 養 後15日 目.ウ ィル ス無 接 種 の 対 照 犬 腎 細 胞(CS).対 照 の 細 胞 の 中 に も時 と して 写 真 の 如 き 多核

巨 大 細 胞 が 観察 され る こ とが あ る. HE染 色 ×400.

図2.ジ ス テ ンパ ー ウ イル ス 接 種 後21日 目の細 胞 質 内封 入 体(黒 矢 印)及 び 核 内 封 入 体(白 矢 印).封 入 体

は いず れ も エオ ジ ン好性 で あ る. CS細 胞. HE染 色 ×400.

図3.ジ ス テ ンパ ー ウイ ル ス接 種 後14日 目の 犬 腎 細 胞(MDCK).ハ ロー を持 つ た 封 入 体(黒 及び 白矢 印)

及 び 多 核 巨大 細 胞 の 形態 は 麻疹 ウィ ル ス の それ と全 く同 じで あ る. HE染 色 ×800.

図4.麻 疹 ウイ ル ス 感 染MDCK細 胞 に 認 め られ る封 入 体.ウ イル ス接 種 後16日 目.白 矢 印 は 細 胞 質 内封 入

体,黒 矢 印 は核 内封 入 体. HE染 色 ×800.

図5.ジ ス テ ンパ ー ウ イ ル ス接 種 後12日 目のCs細 胞. Gi染 色 を 行 な う と12な い し14日 目頃 よ り核 内に 非

染 色 の 部 分 が 出現 す る(黒 矢 印). Gi染 色 ×400.

図6. Gi染 色 に よ る細 胞 質 内封 入 体.出 現 初 期 の も のは(黒 矢 印)非 染 色 な い し 淡 青 色 を 示す.ジ ステ ン

パ ー ウ イル ス 接種 後18日 目のCS細 胞 . Gi染 色 ×800.

図7. Gi染 色 に よる細 胞 質 内封 入 体.細 胞 質 内封 入 体 は次 第 に 赤 味 を増 し て ゆ き,完 成 され た もの は 赤 紫色

を示 す(黒 矢 印).白 矢 印 は核 内 封 入 体.ジ ス テ ン パ ー ウ イル ス 接 種 後21日 目のCS細 胞, Gi染 色

×800,

図8.麻 疹 ウ ィル ス接 種 後 のMDCK:細 胞.赤 紫 色 の 細 胞質 内封 入 体 は(黒 矢 印)細 胞 質 周 辺部 に 偏 在 す る.

白矢 印 は核 内 封 入 体. Gi染 色 ×400.

図9.ジ ス テ ンパ ー ウ イル ス接 種 後20日 目 の核 内封 入 体(黒 矢 印),フ ォ イル ゲ ン反 応 陰 性 で あ る, F反 応

×800，
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図10.ジ ス テ ンパ ー ウ イ ル ス接 種 後25日 目の 細 胞 質 内 封 入 体(黒 矢 印).細 胞 質 内 及び 核 内封 入 体 は培 養 日

数 の 多 少 に 拘 わ らず 常 にF反 応 陰性 で あ る. F反 応.×800.

図11.ジ ス テ ンバ ー ウイ ル ス 接種 後25日 目 のF反 応 の 対 照.細 胞 は 一 様 に 共 染 色 に 用 い た メ チル グ リー ン

の緑 色 を呈 す.黒 矢 印 は細 胞 質 内 封 入 体. F反 応.×800.

図12.麻 疹 ウ イル ス感 染 細 胞 に 対 す るF反 応.細 胞 質 内(黒 矢 印)及 び核 内(白 矢 印)封 入 体 は ともにE反

応 陰性.ウ イ ル ス接 種 後12日 目. F反 応 ×500.

図13.ジ ス テ ンバ ー ウ イル ス 接種 後25日 目のMRCS細 胞. MgP染 色 の結 果.核 内 封 入体(白 矢 印)は ピ ロ

ニ ン好 性 で あ る. MgP染 色 ×400.

図14.ジ ス テス バ ー ウ イ ル ス接 種 後20日 目のCS細 胞. MgP染 色 の結 果,細 胞 質 内封 入 体(白 矢 印)も ピ ロ

ニ ン好 性 で あ る. MgP染 色 ×800.

図15.ジ ス テ ンパ ー ウイ ル ス接 種 後20日 目 のCS細 胞. RNase処 理 後MgP染 色 を 行 つ た場 合 も依 然 と して

封 入体 は ピ ロ ニ ン好 性 を 示 しRNase抵 抗性 で あ る.写 真 は 核 内 封 入体 の 場 合 を示 す. RNase処 理後

MgP染 色 ×600.

図16.麻 疹 ウイ ル ス感 染MDCK細 胞 のMgP染 色.ウ イル ス 接 種 後15日 目の 細 胞 質 内 封 入体(黒 矢 印)及

び核 内 封入 体(白 矢 印).い ず れ も ピ ロニ ン好性 で あ る. MgP染 色 ×600.

図17. AO染 色 に おけ る ウ ィ ル ス無 接 種 対 照CS細 胞.核 小 体 及 び 細 胞 質 は 赤色 の,核 は 黄緑 色 の螢 光 を 発す.

培養 後5日 目. AO染 色 ×400.

図18.ジ ス テ ンパ ー ウィ ル ス接 種 後5日 目のCS細 胞.核 小 体 は赤 色 の 輝 き を増 し 大 き くな り,又,核 自身

も大 き くな る.し か し,ジ ス テ ンパ ー ウ ィル ス 感 染細 胞 の 場 合,こ の 様 な変 化 は 稀 で 対 照 の細 胞 と殆

ん ど差 位 の な い もの が 多 い.こ の点MVの 場 合 と異 な る. AO染 色 ×600.

図19.培 養14日 目の ウ イル ス 無 接種 の対 照MDCK細 胞. AO染 色 ×800.

図20.ジ ス テ ンパ ー ウイ ル ス接 種 後14日 目のMDCK細 胞. AO染 色 に お いて も核 内封 入 体(白 矢 印)の 出現

は細胞 質 内 封 入 体 の 出 現 よ り も早 い場 合 が 多 い.そ して, Gi染 色 と 同 じ よ うに 非 染 色性 の もの が 多

い. AO染 色 ×800.

図21.ジ ス テ ンパ ー ウ イル ス 接 種 後18日 目の細 胞 質 内封 入 体.核 内 封入 体(白 矢 印)に 遅 れ て出 現す る細 胞

質内 封入 体(黒 矢 印)は,麻 疹 ウィ ル ス の場 合 と同 じ く青 色な い し青 緑 色 を 示す. AO染 色 ×800.

図22.図21の 細 胞 をHE染 色Kよ り後 染 色 す る と核 内封 入 体(白 矢 印)及 び細 胞 質 内封 入 体(黒 矢 印)と 同

定 す る こ とが で き る. HE染 色 ×400.

図23. RNase処 理 後AO染 色 を 行 つ た ジ ス テ ンパ ー ウイ ル ス感 染細 胞.ウ イ ル ス接 種 後23日 目のMRCK細

胞 で,細 胞質 内封 入 体(黒 矢 印)及 び 核 内 封 入 体(白 矢 印)はRNase抵 抗 性 で あ る. RNase処 理 後

AO染 色 ×400.

図24.麻 疹 ウ イル ス感 染細 胞 のAO染 色.ウ イ ル ス接 種 後10日 目のCS細 胞 で,核 内 封 入体(白 矢 印)は 非

染 色性 の もの が 多 く,細 胞質 内封 入 体(黒 矢 印)は 青 白色 な い し青緑 色 を示 す. AO染 色 ×800.
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Author's abstract

The morphological changes observed in dog kidney cultured cells infected with distemper 
virus (Hokkaido strain) were compared cytochemically with those of measlea virus (Edmonston 
strain). The results were as follows.

1) Twelve to fourteen after inoculation the CPE was first observed in dog kidney cells 
infected with distemper virus. The appearance of the CPE was seven to ten days later than 
that of measles virus.

2) The CPE of the distemper virus infected cells was the same multinucleated giant 

cells, cytoplasmic inclusion bodies, and intranuclear inclusion bodies as those observed in the 

measles virus infected cell.

3) Both the inclusion bodies in the distemper virus infected cells also showed Feuglen 
negative, red staining with methylgreen pyronine, RNase resistent, and the cytoplasmic inc
lusion bodies blue to bluish green, otherwise the intranuclear inclusion bodies unstainable 
with acridine orange. This indicates that as with measles virus infection the cytoplasmic 
inclusion bodies have RNA, acid mucopolysacchrides and basic proteins, the intranuclear inclu
sion bodies no nucleic acids.

4) In the tissue culture cells inoculated with distemper virus the intranuclear inclusion 
bodies appeared at the same time or a few days earlier than the cytoplasmic inclusion bodies 
when stained with Giemsa or acridine orange.

5) The red particles in the cytoplasma of the measles virus infected cells were not dete

pted in the cells inoculated with distemper virus when stained with acridine orange.
6) With acridine orange staining there were no differences of largeness and brightness 

of the nuclei and nucleoli between the distemper virus infected cells and the control cells. 
Then it seemed seldom to be an increased metabolism of nucleic acids.

7) Summing up, the morphorogical changes in the tissue culture cells infected with me
asles virus and distemper virus were quite the same except for the appearance of the CPE 
after virus inoculation.
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